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会社概要

会 社 名 遠東石塚グリーンペット株式会社

英 文 社 名 Far Eastern Ishizuka Green PET Corporation (FIGP)

本社／東京工場 茨城県猿島郡境町大字下小橋字蝉野880番地

姫 路 工 場 兵庫県姫路市飾磨区今在家1351-1

代 表 者 代表取締役社長 安田 真一

設 立 2012年5月11日

従 業 員 数 300名(2025年8月時点)

資 本 金 100,000,000円

事 業 内 容 PETボトルのメカニカルリサイクル事業(ボトルtoボトル)
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RPET樹脂の製造

ペットボトルリサイクルのボトルtoボトル事業で日本最大手

ガラス製品、紙・プラスチック容器の
製造販売。東証一部上場

ポリエステル繊維、PET樹脂の製造販売
PET樹脂メーカーとして販売量世界3位

株主と商流

プリフォームメーカー

90％ 10％

RPET供給

飲料メーカー

プリフォーム供給
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RPET

FIGP

FENC

FEJP

FIGP製品の専属販売
FEグループ製品（R・V・APET）の日本市場への販売

プリフォーム
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FEグループの世界展開

各拠点での生産能力（R・V）合計：250万t

日本市場へのV供給量：30万t強



現在、国内2工場で年間27万tを受け入れられる能力あり
さらに遠東新世紀(台湾)を含めると3拠点で年間30万tの受入を基にBtoBが実施可能

日本国内で排出されるPETボトル年間60万tの約半分に携わる規模

国内生産能力
台湾・新竹工場(FTR)

輸出量：3万t/年(計画値)
調達において非効率な地域の原料を

PETフレークにして台湾に輸出、
加工後のRPETを日本国内飲料メーカーへ輸出。

姫路工場
処理量：15万t/年

RPET生産量：10万t/年
1拠点あたりの処理量世界No.1

東京工場
処理量：12万t/年

RPET生産量：8.5万t/年
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2拠点になったことにより、
BCPやリスクヘッジにも対応



FEグループの使命としての国内循環
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遠東新世紀（FE）グループの使命

①循環型社会の確立と推進 ②石油資源使用量とCO₂排出量の削減

2030年までに…
FEグループが日本国内で販売するPET樹脂の100％相当量をリサイクル
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Bottle to Bottle

持続可能な循環型社会の実現に貢献
優位性のあるリサイクル

サーマルリサイクル

マテリアルリサイクル



原材料
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Aランク
家庭排出・店頭回収

Bランク
家庭排出・事業系

Dランク
事業系

ベール

フレーク

少 PET以外の異物 多

Aフレーク Bフレーク・粗破砕

高 歩留まり 低
高 資源物としての価値 低



メカニカルリサイクルの工程

CO₂排出量
実質ゼロ
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洗浄・破砕工程

押出・固相重縮合工程

中間製品となる高品質アルカリフレークの生産

24時間・350日、安全安心を担保できる食品用途の樹脂製造



フレークで除染するプロセス

レジンで除染するプロセス
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⚫ フレークで除染するプロセスの除染能力はチップで除

染するプロセスより弱いが、綺麗な原料を使用する
のであれば特に問題ない。新規事業者にとって比較
的投資しやすいプロセスであり、参入しやすい。

⚫ レジンで除染するプロセスの方が除染時間が長く、
除染能力も高い。ただ、設備投資が高い、連続生
産であるため安定稼働に保つノウハウが要求される。

品質の担保

引用：ビバリッジジャパン2016年5月号

FIGPにおいては、
バージン同等品質であることの
実証がされた。



10 セミケミカルリサイクルPET材（ｒPET<50%）
リサイクル材導入のファーストステップにも活用可

Paste ES Pre-Poly. Finisher De-AA Final Product

Used PET Bottle PET Bale Washed Flake

Retail SalesConsumedCollection

Recycled content
PET Resin

Flake to Resin工程
使用済みのPETボトルを回収し、
食品包材として使えるフレークを押出し、
解重合を経てたものをバージンと重合を
かけるセミケミカル法

Flake to Resin(FTR) ※台湾独自の技術



FEグループのCO₂削減ロードマップ

11
FEグループとして2050年に100％削減を目標

FIGPもグループの一員として同じ目標の達成に尽力



CO₂削減効果

1.578kg 0.524kg

◆1kgのPET樹脂生産で排出されるCO2

石油由来 BtoB

石油由来と比較

66.8％削減

LCI分析：株式会社産業情報研究センター
※東京工場において2023年分析結果
※姫路工場は2025年分析実施予定

1世帯あたり年間6,500kg排出1台あたり年間2,300kg排出

FIGPの年間CO2削減量

194,990t

29,998世帯84,778台
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24時間操業
しながらの削減
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CO₂排出量実質ゼロ①

東京工場では2022年から、
工場で排出されるCO₂を実質ゼロにする取り組みを開始

【東京工場CO₂排出量（t-CO₂）】

LNG・LPG使用により発生するCO₂
→Jクレジット購入でオフセット

電力使用により発生するCO₂
→全て再生可能エネルギー（水力）
へ切り替え

０

CO₂排出量
実質ゼロ
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※姫路工場も2025年から
実質ゼロを目指す

ユーザー目線で
Scope2、３に寄与



CO₂排出量実質ゼロ②
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2023年に受賞
2024年以降もクレジットの活用を継続



ISO
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・・・品質マネジメント

・・・環境マネジメント

・・・労働安全衛生

従業員の就業環境の改善
食品用途としての品質安全性を担保

環境を配慮した会社運営
社内外コンプライアンスの徹底



AEO(Authorized Economic Operation)

16 横浜税関から2021年に特定輸出者（横浜税関管轄41社）として承認

引用：税関ホームページ



ケミカルリサイクルとの協働
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ケミカルリサイクルとの協働により、
残渣を有効活用

ケミカルリサイクル由来BtoBへ再生

FIGP由来PET残渣

PRT社製レジン



FIGPの強み

CO₂排出量
実質ゼロ
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•Dランクベールのリサイクル

•国内トップクラスの品質
技術

•国内のBCP対応能力

•グローバルに30年以上の実績
事業継続性

•コンプライアンス遵守

•飲料業界への貢献
社会的信用
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アメリカ
53%

台湾
65%

ベトナム
60%

メキシコ
50%

日本
83%

イタリア
50%

世界のベールと歩留まり
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出典：PETボトルリサイクル推進協議会【PETボトルリサイクル年次報告書2024】

ボトル回収率①

・指定PETボトルの回収率は、
2012年からおおよそ90％以上を記録

・世界的に見ても高い回収率の背景
① 国民性
② 行政のルールづくり
③ 環境教育
④ リサイクルボックス
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回収率・リサイクル率 日本>欧米
アジア等他地域はさらに低い？

ボトル回収率②



23

出典：PETボトルリサイクル推進協議会【PETボトルリサイクル年次報告書2024】

国内BtoB比率

一般社団法人 全国清涼飲料連合会
・2030年度までにペットボトル100％有効利用を宣言

・2030年までにボトルtoボトル比率50％宣言
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容リ協のデータから見る用途

出典：公益財団法人日本容器包装リサイクル協会

コロナ渦からフィルム・シート、繊維との広がりが顕著に



90%

90%
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日本の清涼飲料業界は、2030年までにペットボトルの
「水平リサイクル」である「ボトルtoボトル」比率50%を
目指すことを宣言

100%

100%

100%

100%

メカニカルリサイクル増加の背景
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単位：千トン

FIGP

国内食品用途RPET供給能力
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430,000tのうち
国内飲料メーカー向け生産能力

390,000t（うちFIGP185,000t）
※2024年時点弊社推測値

BtoB事業者の目線では、目まぐるしい変化
2020年ブルーオーシャン → 2024年レッドオーシャン

新規参入も増加した結果、過剰な原料獲得競争が起こっている。
一部ではM＆Aや事業撤退など、様々な可能性が示唆されている。



FIGP会社紹介

弊社のメカニカルリサイクル

日本国内のPETボトルリサイクル

今後のPETボトルリサイクルの見通し



27

日本は原油産出国ではないため、自助努力でコントロール出来ない

原油価格

引用：新電力ネット



28

引用：NHK NEWS WEB

地政学的リスク

引用：clicccar.com引用：EBC FINACIAL GROUP

地域紛争と戦争 貿易制裁または禁輸措置 産油国の政治的不安定
OPEC+の生産決定 戦略的同盟と競争 海上安全保障とサプライチェーンルート
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出典：PETボトルリサイクル推進協議会【PETボトルリサイクル年次報告書2024】

日本国内だけでなく、需給バランスによって海外輸出とも競争が起きている

フレーク輸出
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エッセンシャルワーカーの重要性
…コロナ渦で重要性が認識されたが、少子高齢化による労働力不足が顕著。
資源物・ゴミともにスタート地点である。

輸送能力の重要性
…輸送能力の確保（原料調達能力、製品供給能力）

2024年問題の動向は今後も重要視しなければならない。

インフラの継続性
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2030年に向けて

サステナブル素材の使用率100％（2030年までに）

2030年までにグループが使用するすべてのペットボトルについて、リサイクル素材や植物由来
素材等100%に切り替え、化石由来原料の新規使用をゼロにする。

30年には100%、販売する製品のPETボトルをリサイクルPETもしくはバイオマスPET等の
環境に配慮した容器にすることを目標にしています。

2027年までに日本国内におけるPET樹脂使用量の50％リサイクル樹脂化を設定

2030年までにペットボトルに使用するリサイクル素材等（生物由来素材を含む）の割合を
100%にすることを目指します。

全国清涼飲料連合会…2030年までにボトルtoボトル比率50％宣言



今後の課題

CO₂排出量
実質ゼロ
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•地政学的リスク

•コスト > 環境配慮
経済合理性

•PETボトル回収の仕組み

•2024年問題
インフラ

•飲料メーカーの中長期計画

•リサイクル技術革新
2030年

メカニカルリサイクルの優位性はあるとしても…



ご清聴ありがとうございました。
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